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Ideas for Japanese-Language Classrooms

目
もく
的
てき

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に興

きょう
味
み
・関
かん
心
しん
を持

も
たせ、学

がく
習
しゅう
の動

どう
機
き
づけを

高
たか
める

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
～上

じょう
級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

テーマ 動
どう
機
き
づけ

◆文
ぶん
法
ぽ う
の導

ど う
入
にゅう
で

次
つぎ
の２つは、どちらも「初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
レベル」のクラスでの

文
ぶん
法
ぽう
の導

どう
入
にゅう
のアイディアです。

－アイディアその１－

授
じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
：「～んです」の文

ぶん
型
けい
を理

り
解
かい
し、使

つか
えるようになる

（インドネシアのＥさんのアイディア）
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は皆

みな
、包

ほう
帯
たい
姿
すがた
の教

きょう
師
し
の姿

すがた
にびっくりすると

ともに、このとき日
に
本
ほん
語
ご
でどう聞

き
いたらいいのか知

し
りたい

という気
き
持
も
ちになったことでしょう。

－アイディアその２－

授
じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
：行

こう
為
い
の強

きょう
制
せい
を「使

し
役
えき
」の文

ぶん
を使

つか
って言

い
い

表
あらわ
すことができる

教
きょう
師
し
： 〔腕

うで
に包

ほう
帯
たい
を巻

ま
いて教

きょう
室
しつ
に入

はい
る〕

〔痛
いた
そうな表

ひょう
情
じょう
をしながら、全

ぜん
員
いん
の前

まえ
に立

た
ち、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の反

はん
応
のう
を見

み
る〕

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
：「先

せん
生
せい
、どうしましたか。」

教
きょう
師
し
： 「みなさん、私

わたし
の手

て
を見

み
てください。どうしたのか

知
し
りたいですね。このような場

ば
合
あい
は、『どう

しましたか』ではなく、『どうしたんですか』

と言
い
います。」

〔どうしたんですかの文
も
字
じ
カードを見

み
せる〕

教
きょう
師
し
： 〔すごく汚

よご
れた靴

くつ
下
した
を手

て
に取

と
って〕「これは

何
なん
ですか。」

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
：「靴

くつ
下
した
です。」

教
きょう
師
し
： 「はい、そうです、靴

くつ
下
した
です。私

わたし
のです。汚

よご
れて

いますね。くさいです。私
わたし
は２週

しゅう
間
かん
もはきました。

じゃあ、Ｂさん、ここに来
き
て、洗

せん
濯
たく
してください。」

〔水
みず
が入

はい
った洗

せん
面
めん
器
き
と洗

せん
剤
ざい
を置

お
く〕

学
が く
習
しゅう
者
し ゃ
が興

きょう
味
み
や関

か ん
心
し ん
を持

も
つと、やる気

き
が出

で
て

自
し
然
ぜ ん
とその結

け っ
果
か
もよくなるものです。今

こ ん
回
か い
は、

授
じ ゅ
業
ぎょう
の中

な か
で、学

が く
習
しゅう
者
し ゃ
の動

ど う
機
き
づけをするための

アイディアを紹
しょう
介
か い
します。

◆動
ど う
機
き
づけ

皆
みな
さんの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、どんな時

とき
に、やる気

き
が出

で
ますか？

いつもやる気
き
満
まんま々ん
ですか？

Ｚさんは、普
ふ
段
だん
はまったくやる気

き
がないのに、試

し
験
けん
の

前
まえ
だけは真

しん
剣
けん
に勉

べん
強
きょう
します。Ｙさんは、いつもは指

し
名
めい

されるまで発
はつ
言
げん
しないのに、今日

きょう
は日

に
本
ほん
人
じん
のお客

きゃく
さんが

見
けん
学
がく
に来

き
ているので、自

じ
分
ぶん
から積

せっ
極
きょく
的
てき
にいろいろ質

しつ
問
もん

しています。皆
みな
さんの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にも、このような人

ひと
が

いますか。
Ｚさんにとっては「試

し
験
けん
」が、Ｙさんにとっては

「日
に
本
ほん
人
じん
のお客

きゃく
さん」が、普

ふ
段
だん
とはちがって真

しん
剣
けん
に勉

べん
強
きょう

する、積
せっ
極
きょく
的
てき
に質

しつ
問
もん
する理

り
由
ゆう
になっているようですね。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がやる気

き
を持

も
って積

せっ
極
きょく
的
てき
に学

がく
習
しゅう
に取

と
り組

く
んだ

ほうが、学
がく
習
しゅう
の効

こう
果
か
が高

たか
くなります。

◆自
みずか
ら進

すす
んでやろうと思

おも
わせるために

動
どう
機
き
づけは、試

し
験
けん
や就

しゅう
職
しょく
だけではありません。

「ほめる・励
はげ
ます」「クラスメートの仲

なか
間
ま
意
い
識
しき
を育

そだ
てる」

「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が興

きょう
味
み
を持

も
つものを使

つか
う」など、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み

とやる気
き
を引

ひ
き出

だ
し、学

がく
習
しゅう
効
こう
果
か
を高

たか
め、授

じゅ
業
ぎょう
を活

かっ
性
せい
化
か

する方
ほう
法
ほう
や工

く
夫
ふう
については、『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』第

だい
56号

ごう

で紹
しょう
介
かい
しました。

今
こん
回
かい
は、毎

まい
日
にち
の授

じゅ
業
ぎょう
でどのようなことができるのか、

外
がい
国
こく
人
じん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の方

かた
たちの具

ぐ
体
たい
的
てき
な取

と
り組

く
みを紹

しょう
介
かい

したいと思
おも
います。

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの教

きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
で、さまざまな国

くに
から

の研
けん
修
しゅう
参
さん
加
か
者
しゃ
が一

ひと
人
り
一
ひと
人
り
教
きょう
師
し
になって模

も
擬
ぎ
授
じゅ
業
ぎょう
をした

ときに紹
しょう
介
かい
されたアイディアです。

なお、〔 〕は行
こう
動
どう
を、「 」はことばで言

い
う内

ない
容
よう
を

表
あらわ
しています。



このときは残
ざん
念
ねん
ながら、「正

せい
解
かい
」が出

で
ませんでしたが、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は皆

みな
、写

しゃ
真
しん
の有

ゆう
名
めい
人
じん
の共

きょう
通
つう
点
てん
が何

なに
か必

ひっ
死
し
になって

当
あ
てようとして、クラスがすごく盛

も
り上

あ
がりました。

◆やるべきことをはっきり示
しめ
す

最
さい
後
ご
にもう一

ひと
つ、中

ちゅう
級
きゅう
の「聴

ちょう
解
かい
」から紹

しょう
介
かい
します。

－アイディアその４－

授
じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
：聞

き
いた話

はなし
を切

き
り出

だ
したり、相

あい
手
て
からの情

じょう
報
ほう
に

反
はん
応
のう
したりするときに使

つか
う表

ひょう
現
げん
を使

つか
える

ようになる

（ロシアのＡさんのアイディア）
このときのビデオは隣

となり
のクラスの学

がく
生
せい
が出

しゅつ
演
えん
した自

じ
作
さく

の教
きょう
材
ざい
でした。自

じ
分
ぶん
たちの知

し
っている人

ひと
が噂

うわさ
話
ばなし
をしている

という設
せっ
定
てい
だけで、すでに学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は興

きょう
味
み
津
しん し々ん

でその
ビデオを見

み
ていましたが、それだけではなく、教

きょう
師
し
は

ここで、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がすべきことを明

めい
確
かく
に指

し
示
じ
しています。

活
かつ
動
どう
の目

もく
的
てき
を明

めい
示
じ
すること、どのような方

ほう
法
ほう
を取

と
ったら

達
たっ
成
せい
しやすいのかを示

しめ
すことは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を動

どう
機
き
づける

ために有
ゆう
効
こう
な方

ほう
法
ほう
の一

ひと
つですし、また、成

せい
功
こう
することに

よって自
じ
信
しん
がついて、さらに動

どう
機
き
づけが高

たか
まることにも

なります。
誰
だれ
にでも効

き
く万

ばん
能
のう
の方

ほう
法
ほう
はありませんが、自

じ
分
ぶん
の

クラスにはどんな方
ほう
法
ほう
が合

あ
っているのか、日

ひ
頃
ごろ
から

いろいろ試
ため
してみて見

み
つけていくことが大

たい
切
せつ
でしょう。
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（カザフスタンのＧさんのアイディア）
Ｂさんが嫌

いや
そうな顔

かお
をしていたのは言

い
うまでもあり

ませんが、クラスの皆
みな
が活

かつ
動
どう
に引

ひ
きつけられ、おもしろそうと

感
かん
じると同

どう
時
じ
に、「～させる」の意

い
味
み
がはっきりとわかった

ことで、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の動

どう
機
き
づけがより高

たか
まったと言

い
えるでしょう。

◆活
かつ
動
どう
を始

はじ
める前

まえ
に

次
つぎ
は、中

ちゅう
級
きゅう
レベルの「読

どっ
解
かい
」の授

じゅ
業
ぎょう
案
あん
ですが、すぐに

テキストを読
よ
ませないで、その前

まえ
に、テキストの内

ない
容
よう
と

関
かん
連
れん
のある活

かつ
動
どう
をして動

どう
機
き
づけしようとしています。

－アイディアその３－

授
じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
：「左

ひだり
利
き
き」についての読

よ
み物

もの
の中

なか
から

必
ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を早

はや
く読

よ
み取

と
る

（グルジアのＴさんのアイディア）

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：有

あり
馬
ま
淳
じゅん
一
いち
（日

に
本
ほん
語
ご
試
し
験
けん
センター設

せつ
立
りつ
準
じゅん
備
び
室
しつ
研
けん
究
きゅう
員
いん
）、木

き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

参
さん
考
こう

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2006）「やる気

き
を引

ひ
き出

だ
す授

じゅ
業
ぎょう
のテクニック」

（『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』第

だい
56号

ごう
「授

じゅ
業
ぎょう
のヒント」）

http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/tsushin/56-59_pdf/
tushin56/nk56_06-07.pdf

ドルニェイ、ゾルタン（2005）『動
どう
機
き
づけを高

たか
める英

えい
語
ご
指
し
導
どう

ストラテジー35』（米
よね
山
やま
朝
あさ
二
じ
・関

せき
昭
あき
典
のり
訳
やく
）大

たい
修
しゅう
館
かん
書
しょ
店
てん

Ｂさん：〔洗
せん
面
めん
器
き
に洗

せん
剤
ざい
を入

い
れて、靴

くつ
下
した
を洗

あら
う〕

教
きょう
師
し
： 「洗

せん
濯
たく
していますね。」

〔私
わたし
はＢさんに靴

くつ
下
した
を洗

せん
濯
たく
させましたと

言
い
いながら、文

も
字
じ
カードを黒

こく
板
ばん
に貼

は
る〕

教
きょう
師
し
： 〔左

ひだり
利
き
きのいろいろな有

ゆう
名
めい
人
じん
の写

しゃ
真
しん
を見

み
せる〕

「この人
ひと
は誰

だれ
ですか。」「どうして有

ゆう
名
めい
ですか。」

「この人
ひと
たちの共

きょう
通
つう
点
てん
は何

なん
だと思

おも
いますか。」

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
：〔写

しゃ
真
しん
を見

み
ながら、教

きょう
師
し
の質

しつ
問
もん
に答

こた
える〕

教
きょう
師
し
： 〔学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の反

はん
応
のう
を見

み
て、正

せい
解
かい
を教

おし
える〕

〔文
ぶん
章
しょう
のキーワード左

ひだり
利
き
き、利

き
き手

て
、右

みぎ
利
き
きを

黒
こく
板
ばん
に書

か
く〕

教
きょう
師
し
： 「次

つぎ
のような場

ば
面
めん
を想

そう
像
ぞう
してください。今

いま
から

皆
みな
さんは偶

ぐう
然
ぜん
にすごく面

おも
白
しろ
い話

はなし
を聞

き
きます。誰

だれ
に

ついての噂
うわさ
をしているか推

すい
測
そく
してください。

そして、聞
き
きながら、特

とく
に噂

うわさ
を始

はじ
める表

ひょう
現
げん
と、

反
はん
応
のう
する表

ひょう
現
げん
に注

ちゅう
意
い
してください。」〔ビデオを

再
さい
生
せい
する〕

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
：〔ビデオを見

み
て、推

すい
測
そく
する〕


